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33,000トン

34,000トン

35,000トン

36,000トン

平成12年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

33,774トン

35,876トン

34,855トン

35,303トン

筑西市のごみ処理事業経費784g（１人１日）

850g（１人１日）

834g（１人１日）

851g（１人１日）

10億 8927万円
10億 3788万円

11億 8075万円

9,234円
１人当たりの経費

8,976円
１人当たりの経費

10,282円
１人当たりの経費

増
や
す
の
も
減
ら
す
の
も
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

　

私
た
ち
は
、
日
々
の
生
活
を
送
る
う
え
で
い
ろ
い
ろ

な
ご
み
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
１
年
間
に

筑
西
市
全
体
で
、
一
般
家
庭
系
と
事
業
系
を
合
わ
せ
て

３
万
５
千
ト
ン
を
超
え
る
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
量
の
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
、
貴
重
な
税

金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の
問
題
な

ど
も
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
、
発
生
の
抑
制
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、
再
使
用
（
リ
ユ
ー

ス
）、
再
利
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
３
Ｒ
を
推
進
し
て
循

環
型
社
会
へ
換
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平成 16年度搬入量（ｔ） 平成 17年度搬入量（ｔ） 平成 18年度搬入量（ｔ）
可燃ごみ 不燃ごみ 計 可燃ごみ 不燃ごみ 計 可燃ごみ 不燃ごみ 計

下館地区 14,276 1,230 15,506 14,313 1,108 15,421 14,246 1,145 15,391
関城地区 2,330 361 2,691 2,369 342 2,711 2,494 357 2,851
明野地区 2,156 305 2,461 2,220 263 2,483 2,364 269 2,633
協和地区 3,525 404 3,929 3,484 372 3,856 3,520 388 3,908
筑西市 22,287 2,301 24,588 22,387 2,085 24,472 22,623 2,159 24,782

一般ごみ収集運搬量（行政の関与により環境センターへ搬入されたごみの量）

　

平
成
18
年
度
に
筑
西
市
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
（
家
庭
系
と

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
）
の
総
量
は
３
万
５
３
０
３
ト
ン
で

す
。
そ
の
う
ち
、
燃
え
る
ご
み
が
２
万
８
４
６
０
ト
ン
（
約

80
％
）を
占
め
、こ
れ
以
外
の
ご
み
が
６
８
４
３
ト
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ゴ
ミ
収
集
車
約
８
８
２
５
台
分
の
積

載
量
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
量
を
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
年
間
で
３
１
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
１
日
当
た
り

８
５
１
グ
ラ
ム
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
量
は
一
般
的
に
都
市
化
に
と
も
な
い
増
加
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
も
こ
れ
ま
で
人
口
の
増
加

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
と
も
な
い
、
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
当
た
り
年
間
３
１
０
㎏
を

超
え
る
ご
み

？

12億 6778万円

11,127円
１人当たりの経費

筑西市のごみの排出量

※ごみの排出量は家庭系一般廃棄物（可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ・資源ごみ）＋事業系一般廃棄物の総数です。

※上記には粗大ごみ、資源ごみ及び事業系一般廃棄物の数量は含まれていません。



子どもたちの
将来を考えて、
もちろん私も
マイバックを
使ってます。
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　家庭から出るごみを資源として出し、リサイク

ルすることはもちろん重要ですが、それだけでは

ごみ（資源）の総量は減りません。私たち１人ひ

とりが今の生活様式を見直し、その総量を減らす

ための工夫（発生抑制）を基本に考え、すぐにご

みになってしまうものを家庭に持ち込まないよ

う、考えながら買い物をしましょう。

買い物袋を持参しましょう 
買い物のたびにもらえるレジ袋はたまる

とごみになります。買い物の時に、買い

物袋（マイバッグ）を持参すると、お店

のレジ袋はいりません。また、小物や量

が少ない買い物の場合もレジ袋は断るよ

うにしましょう。中くらいの袋 1枚で約

10グラムのごみ減量になります。 

品物を幾重にも包んでいるもの

は見た目は丁寧ですが、商品を

取り出せばすぐにごみになりま

す。簡易包装の商品を選ぶこと

によって余分なごみは減ります。

簡易包装の商品を選ぶ 
不必要な包装は断る 
自分で着る服や使う物はきれ

いに包装してもらっても、家に

帰ればすぐにごみになります。

不必要な包装は断りましょう。

また、本のカバーなどもいらな

いときは断りましょう。

　

平
成
18
年
度
に
ご
み
処
理
に
か
か
っ
た

経
費
は
約
12
億
６
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、
収
集
運
搬
費
な
ど
が
約

２
億
８
千
万
円
、
環
境
セ
ン
タ
ー
の
処
理
費

用
な
ど
が
約
９
億
８
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
年

間
約
１
万
１
千
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
排
出
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
処
理
費
用
も
増
加
し
て
い

て
、
こ
う
し
た
ご
み
の
処
理
に
は
私
た
ち
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
増
や
す

の
も
減
ら
す
の
も
私
た
ち
自
身
で
す
。
ご
み

の
減
量
で
処
理
経
費
を
節
減
し
、
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
身
近
な
例
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
本
当
に
必
要
と
す
る
も
の
を
、
必
要
な
量

だ
け
買
う
。
②
使
い
捨
て
商
品
は
買
わ
な
い
。

③
捨
て
る
と
き
は
、
ま
だ
使
え
る
の
か
よ
く

考
え
て
か
ら
捨
て
る
。
④
生
ご
み
は
水
分
を

よ
く
切
る
。
⑤
紙
類
は
貴
重
な
資
源
。
し
っ

か
り
と
分
別
す
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
工
夫
を
す
る
だ
け
で
も
ご
み

は
減
ら
せ
ま
す
。
実
践
し
て
継
続
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

年
間
の
経
費
は
12
億
円
を
超
え
る

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

今
す
ぐ
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

①電動生ごみ処理機

②コンポスト

③ＥＭぼかし容器

減らそう

生ごみ
市では、生ごみの減量を目的
として生ごみ処理機器購入の
補助制度を設けています。
ぜひ、ご利用ください。

１世帯１基対象。購入費用の 1/2
限度額 20,000 円（千円未満切り捨て）

１世帯２基対象。購入費用の 1/2
限度額 6,000 円（千円未満切り捨て）

１世帯２基対象。購入費用の 1/2
限度額 1,000 円（百円未満切り捨て）

自然にやさしいＥＭぼかし容器問い合わせ　生活環境課ごみ減量係　内線404 405

買
い
物
か
ら
始
ま
る

買
い
物
か
ら
始
ま
る    

ご
み
減
ら
し

ご
み
減
ら
し



のり愛くん
チケット販売所
「のり愛くん」の利用料金は、チケット（利
用券）での支払いとなります。チケット
は下記の販売所で事前に購入できます。

シルバータクシー助成券について　シルバータク
シー助成事業は10月１日から「のり愛くん」運

行サービスに移行します。これにともない、「シ

ルバータクシー助成券」は9月 30日までのご

利用に限られますのでご注意ください。

　

「
の
り
愛
く
ん
」
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要
で

す
。
ど
の
程
度
利
用
す
る
か
分
か
ら

な
い
方
も
含
め
、
利
用
す
る
可
能
性

の
あ
る
人
（
３
歳
児
未
満
含
む
）
は
、

ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
方
法

　

「
利
用
登
録
票
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
市
役
所
企
画
課
ま
た
は

お
近
く
の
市
の
施
設
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。「
利
用
登
録
票
」
は
利
用

概
要
と
と
も
に
広
報
紙
８
月
１
日
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
近
く
の
市
の
施

設
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
登
録
し
た
人
に
は
…

　

利
用
登
録
さ
れ
た
人
に
は
、
利
用

登
録
証
と
利
用
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
。（
９
月
中
旬
発
送
予
定
）

利
用
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

筑西市デマンドタクシー 

利用登録はお済みですか？ 

　

市
の
新
し
い
公
共
交
通
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
「
の
り

愛
く
ん
」
が
10
月
１
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま
す
。
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
方
式
で
、
自
宅
な
ど
の
玄
関
先
か
ら
目

的
地
の
玄
関
先
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
料
金
は
片
道
１
回

３
０
０
円
（
小
学
生
以
下
２
０
０
円
、
３
歳
児
未
満
無
料
）

の
手
軽
さ
で
、
市
内
全
域
を
運
行
し
ま
す
。
身
近
な
生
活

の
足
と
し
て
「
の
り
愛
く
ん
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

10月１日
いよいよ

運行開始

 大人用 10枚綴り：3,000円　小学生以下用10枚綴り：2,000円

のり愛くん「登録証」見本

《おもて》《うら》

のり愛くん「チケット（利用券）」見本

■問い合わせ　企画課（℡24-2111内線480・490）

あ い

（9月 18 日（火）から販売開始）

巡回バスなどの運行について　ふれあい巡回バス、健康
応援バスの運行は、10月１日から「のり愛くん」運行

サービスに移行します。今後は「のり愛くん」をご利用

くださるようお願いします。

チケット販売所（今後も増やしていく予定です）

22-4124　日専連しもだて（稲荷町）℡24-5578　アルテリオカフェブリーズ（稲荷町）℡23-1616(内線106）　
レディスHIROSE本店（下館駅前）℡24-0211　カジュアルショップララミー(下館駅南）℡22-2275　醤油屋呉服店（黒
子）℡37-5105　キクヒメ寝装センター（新井新田）℡52-0256　タケダ洋品店（門井）℡57-3439

川島ミルクセンター富田屋酒店（川島）℡28-0567　ホーム寝装杉山（西方）℡24-4653　オイタ箪笥店（大町）℡　　

4
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■
筑
西
市
体
育
協
会
総
会
を
開
催

　

６
月
26
日
、
下
館
総
合
体
育
館
で
筑
西

市
体
育
協
会
総
会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
や
選
手
の
育
成
に
貢
献
し
た
指
導

者
等
を
表
彰
し
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
の

表
彰
者
は
、次
の
人
た
ち
で
す
。（
敬
称
略
）

【
野
球
】
青
木
太
平
　

谷
中
健
次
　

【
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
】
竹
本
昌
弘
　

飯
田
勝
　

渡
辺

正
夫
　

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
久
野
美
輪
子

北
岡
早
越
子
　

【
空
手
道
】
永
盛
茂
　

【
ゴ

ル
フ
】
筑
西
下
館
A
チ
ー
ム

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
除
草
作
業

　

こ
の
ひ
ま
わ
り
は
、
観
音
川
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
実
行
委
員
会
が
育
て
て
い
る
も
の

で
、８
月
25
日
頃
に
見
ご
ろ
を
迎
え
ま
す
。

■
市
役
所
の
仕
事
を
実
際
に
体
験

　

　

■
小
川
下
自
治
会
が
空
調
設
備
を
整
備

　

平
成
19
年
度
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
の

援
助
を
受
け
、
小
川
下
自
治
会
が
集
落
セ

ン
タ
ー
・
児
童
館
に
空
調
設
備
（
エ
ア
コ

ン
５
台
）
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報

の
た
め
に
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
助
成
し
て
い
る
も
の
で
す
。

■
非
核
平
和
パ
ネ
ル
展
を
開
催

　

７
月
23
日
か
ら
８
月
17
日
に
か
け
て
、

市
役
所
本
庁
舎
及
び
各
支
所
を
ま
わ
っ
て

「
非
核
平
和
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
非
核
平
和
を
推
進
す
る
た

め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
約
50
枚

の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

市 政 ニ ュ ー ス

市役所本庁の窓口時間を
延長しています

■
県
幼
年
少
年
婦
人
防
火
大
会

　

７
月
27
日
、
石
岡
市
で
第
22
回
茨
城
県

幼
年
少
年
婦
人
防
火
大
会
が
開
催
さ
れ
、

関
城
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
、
優
良

民
間
防
火
組
織
と
し
て
茨
城
県
幼
少
年
婦

人
防
火
委
員
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

関
城
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
避

難
訓
練
や
防
火
映
画
の
鑑
賞
、
花
火
の
取

り
扱
い
の
指
導
な
ど
、
火
災
予
防
に
つ
い

て
園
を
あ
げ
て
活
動
し
、
幼
年
期
か
ら
の

防
火
思
想
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
良
民
間
防
火
組
織
ク
ラ
ブ
員

と
し
て
、
羽
黒
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
向
田

よ
し
子
さ
ん
が
、
永
年
に
わ
た
っ
て
防
火

思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

宝
く
じ
収
益
を
地
域
に

ひ
ま
わ
り
畑
を
き
れ
い
に

■毎週木曜日は午後７時まで
９月の実施日＝６日、13日、
　　　　　　　20日、27日
　市では、６月から11月末までの
毎週木曜日、窓口業務の一部を、午
後７時まで試行的に延長していま
す。仕事などで平日昼間では市役
所に来ることができない方は、ぜ
ひご利用ください。詳しくは、各
担当課までお問い合わせください。

中
学
２
年
生
が
職
場
体
験
学
習

平
和
を
願
っ
て

関
城
幼
稚
園
が
優
良
防
火
組
織
に

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰

▲広報広聴課に職場体験に来た下館南中の２
人。しもだて美術館で取材を体験しました。

代表で橋本県知事から表彰状を受け取る関代表で橋本県知事から表彰状を受け取る関
城幼稚園の飯島花香ちゃんと母・正美さん城幼稚園の飯島花香ちゃんと母・正美さん

　

進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
市
内
各
中
学

校
が
実
施
し
て
い
る
職
場
体
験
学
習
。
８

月
１
日
、
８
人
の
中
学
生
が
市
役
所
を
訪

れ
、市
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
「
広
報
筑
西
」

の
模
擬
作
成
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
　

　

７
月
22
日
、
宮
山
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

公
園
隣
り
の
明
野
ひ
ま
わ
り
の
里
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
、
除
草
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
明

野
地
区
の
各
種
団
体
や
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
約
３
０
０
人
。
厳
し
い
暑
さ
の
な

か
、
東
京
ド
ー
ム
と
同
じ
約
４
・
7
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
広
さ
の
ひ
ま
わ
り
畑
で
、
丁
寧

に
雑
草
を
取
り
除
い
て
い
ま
し
た
。
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まちのわだいまちのわだい

身近なもので楽しく遊ぶ
協和公民館でおもしろ理科教室

土の輝きが参加者の顔にも
明野図書館で光る泥だんご教室

震災の霊に手向ける川面の灯り

　

人
気
の
「
光
る
泥
だ
ん
ご
教
室
」
を
、

7
月
28
日
、
明
野
図
書
館
で
開
催
し
、
30

組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

光
る
泥
だ
ん
ご
の
材
料
は
、
水
と
土
だ

け
の
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
。
図
書

館
の
職
員
か
ら
「
も
う
ひ
と
つ
必
要
な
も

の
は
『
根
気
』
で
す
」
と
の
説
明
を
受
け
、

作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
会
場
に
は

ど
ろ
ど
ろ
の
土
に
大
は
し
ゃ
ぎ
の
子
ど
も

た
ち
や
背
中
を
丸
め
て
夢
中
で
だ
ん
ご
を

磨
く
お
父
さ
ん
の
姿
が
。
暑
さ
と
長
時
間

の
作
業
で
疲
れ
が
見
え
て
き
た
こ
ろ
、
泥

だ
ん
ご
が
輝
き
出
し
、
参
加
者
の
顔
に
も

輝
き
が
。「
次
回
も
必
ず
参
加
し
た
い
」
と

泥
だ
ん
ご
の
ふ
し
ぎ
な
魅
力
に
ま
た
多
く

の
人
が
は
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

下
館
の
夏
ま
つ
り
の
ひ
と
つ
『
灯
ろ
う

流
し
』
が
８
月
４
日
、
勤
行
川
大
橋
上
流

の
湖
畔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
６
時
過

ぎ
に
堤
防
上
の
仮
設
の
祭
壇
で
、
市
内
の

各
寺
院
の
住
職
に
よ
る
読
径
で
は
じ
ま
り
、

家
族
連
れ
や
友
達
同
士
で
連
れ
立
って
来
た

ゆ
か
た
姿
の
娘
さ
ん
た
ち
が
、
湖
畔
に
設
け

た
流
し
場
か
ら
次
々
と
『
万
霊
供
養
』
と

書
か
れ
た
灯
ろ
う
を
川
に
浮
か
べ
、
川
面
を

ほ
の
か
に
映
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　

灯
ろ
う
流
し
は
、
関
東
大
震
災
（
大
正

12
年
９
月
１
日
）
の
犠
牲
者
を
供
養
す
る

た
め
、
そ
の
翌
年
か
ら
金
井
町
の
有
志
が

は
じ
め
た
も
の
で
、
今
年
で
84
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

今に継がれる灯ろう流し

協
和
公
民
館
で
は
子
ど
も
た
ち
の
夏
休

み
に
合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
の
一
つ
『
お

も
し
ろ
理
科
教
室
』
を
８
月
４
日
に
開
催

し
、
８
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
あ
る
身
近
な
も

の
で
楽
し
い
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
」
リ
リ
ー
保
育
福
祉
専
門
学
校
の

木
村
義
明
先
生
の
指
導
の
も
と
、
参
加
者

は
、
は
が
き
と
割
り
ば
し
で
作
る
簡
単
な

飛
行
機
や
ス
ト
ロ
ー
の
た
て
ぶ
え
づ
く
り

な
ど
に
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
ハ
サ
ミ
や

定
規
な
ど
を
巧
み
に
使
い
こ
な
し
、
見
事

な
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
創
造
力
を
高
め
る
貴
重
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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５
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、
日
本
武
道

館
で
「
第
46
回
郷
土
民
謡
民
舞
春
季
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の

金
寿
部
門
（
80
歳
以
上
）
で
、
仁
平
守
恵

さ
ん
（
80
歳
・
奥
田
）
が
奈
良
県
の
民
謡

「
吉
野
筏
流
し
唄
」
を
披
露
し
、
見
事
優

勝
。
ま
た
、
仁
平
さ
ん
に
民
謡
を
教
え
て

い
る
角
田
潮
謡
先
生
（
67
歳
・
奥
田
）
が
、

最
優
秀
指
導
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

仁
平
さ
ん
は
、「
民
謡
を
始
め
て
30
年
。

最
初
は
、
そ
の
音
痴
を
直
す
の
に
15
年
は

か
か
る
と
よ
く
言
わ
れ
た
も
の
で
す
が

（
笑
）、
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
歌
の
意
味
す
る
こ
と
を
う
ま

く
表
現
で
き
る
よ
う
に
歌
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

武道館で自慢の喉を披露
民謡民舞春季大会・金寿部門で仁平さんが優勝

元気館でわっしょいわっしょい
あけの子育て広場でにぎやか夏祭り

　

８
月
７
日
の
夜
、
田
町
の
田
中
稲
荷
神

社
で
、
毎
年
恒
例
の
夏
越
祭
が
開
催
さ

れ
、
半
年
間
の
け
が
れ
を
払
う
と
い
う
輪

く
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
田

中
稲
荷
神
社
が
火
災
で
焼
失
し
、
再
建
さ

れ
た
時
か
ら
続
く
伝
統
行
事
で
、
今
年

で
３
８
６
回
目
を
数
え
ま
す
。
今
年
も

５
０
０
人
を
超
え
る
氏
子
や
家
族
連
れ
が

参
加
。マ
コ
モ
で
作
っ
た
直
径
２
・５
メ
ー

ト
ル
の
大
き
な
輪
を
８
の
字
を
描
く
よ
う

に
３
回
く
ぐ
り
、
家
内
安
全
や
無
病
息
災

を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
、焼
き
そ
ば
や
ジ
ュ
ー

ス
、
輪
投
げ
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
が
用

意
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
夏
の
夜
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

輪をくぐって無病息災
田中稲荷神社で夏越祭

　

あ
け
の
元
気
館
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
る
、「
あ
け
の
子
育
て

広
場
」
の
夏
祭
り
が
８
月
３
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
野
子
育
て
広
場
は
、
未
就
園
児
と
お

母
さ
ん
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
旧
明
野

町
時
代
か
ら
続
く
事
業
で
す
。
こ
の
日
は

約
１
３
０
組
の
親
子
が
参
加
し
、
手
作
り

の
お
み
こ
し
や
模
擬
店
で
の
お
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。
指
導
者
の
斉
藤
裕
子
さ

ん
は
「
こ
の
広
場
は
若
い
お
母
さ
ん
た
ち

の
交
流
の
場
と
し
て
す
ご
い
人
気
で
す
。

こ
こ
に
い
る
と
少
子
化
な
ん
て
言
葉
は
忘

れ
て
し
ま
い
そ
う
。
い
つ
ま
で
も
継
続
し

て
い
き
た
い
」
と
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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６年生が描くわたしの夢・このまちの未来 マイドリムー・

僕
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
筑
西
市
を
子
ど
も
や
お

年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

大窪 ひかり 谷口  航大

私
は
将
来
ピ
ア
ニ
ス
ト
に

な
り
た
い
で
す
。
筑
西
市

に
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
を

つ
く
っ
て
ピ
ア
ノ
を
演
奏

し
た
い
な
。

私
の
夢
は
、
学
校
の
先
生

に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
し

て
筑
西
市
を
イ
ジ
メ
の
な

い
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
な
。

将
来
の
夢
は
、
メ
ジ
ャ
ー

で
通
用
す
る
野
球
選
手
に

な
る
こ
と
。
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
犯
罪
の
な

い
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

私
の
将
来
の
夢
は
、
建
築

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と

で
す
。
筑
西
市
に
ス
テ
キ

な
家
を
た
く
さ
ん
建
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

関　夏妙 箱守  智諄 岡本　健小貫  百恵

将
来
の
夢
は
、
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
っ
て
大
活
躍
す

る
こ
と
。
筑
西
市
の
ご
み

を
な
く
し
て
自
然
い
っ
ぱ

い
の
ま
ち
に
し
た
い
な
。

将
来
の
夢
は
探
偵
に
な
る

こ
と
で
す
。
筑
西
市
は
緑

豊
か
な
誰
も
が
気
持
ち
よ

く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

将
来
は
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手

に
な
っ
て
、
数
少
な
い

男
の
プ
ロ
選
手
に
な
り
た

い
。
犯
罪
の
な
い
安
全
な

ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

将
来
の
夢
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

み
ん
な
が
喜
ぶ
よ
う
な
服

を
つ
く
り
た
い
。
筑
西
市

は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
。

谷中  達哉吉原 瑛里香舘野  龍弥

大畑  健斗

関
城
東
小
学
校
児
童
数

人

養
蚕
小
学
校

児
童
数
４
３
５
人

おお日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで たたよよりり

　

私
は
岡
芹
生
ま
れ
の
岡
芹
育
ち
。

南
北
に
連
な
る
集
落
に
は
中
央
の
道

路
に
沿
っ
て
、
昔
は
用
水
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
夏
は
各
家
庭
の
前
を
流

れ
る
用
水
堀
の
き
れ
い
な
水
で
物
を

洗
い
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
笹
の
葉
で
笹
舟

を
作
っ
て
な
が
し
た
り
、
夏
休
み
に

は
毎
日
、
ナ
マ
ズ
や
フ
ナ
、
ド
ジ
ョ

ウ
な
ど
を
釣
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
だ

も
の
で
す
。
　

　

故
郷
を
離
れ
て
50
年
。
私
は
今
、

別
の
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
幾

度
か
生
地
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、
田
畑
は
耕
地
整
理
が
行
わ

れ
、
昔
の
面
影
は
す
っ
か
り
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま 

し
た
。
な
ん
て

寂
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

日
本
は
高
度
経
済
成
長
の
波
に

乗
っ
て
、
確
か
に
豊
か
に
な
り
ま
し

た
が
、
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ

よ
う
な
ま
ち
に
な
り
、
個
性
が
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て

思
ふ
も
の
」。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

筑
波
山
の
麓
に
広
が
る
美
し
い
緑
と

地
元
の
人
た
ち
の
人
情
だ
け
は
い
つ

ま
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

         

（
稲
見 

宏
）

暑
い
季
節

（※氏名は敬称略）

ぼ
く
は
、
将
来
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
っ
て
、
筑
西
市

に
球
団
を
作
り
た
い
。
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
に

ぎ
わ
う
ま
ち
に
し
た
い
な
。

４
６
６



矢
や ざ わや ざ わ

澤 友
と も きと も き

貴 くんくん
９月27日生（９月27日生（玉戸玉戸）

谷
や じ まや じ ま

島 優
ゆ う とゆ う と

斗 くんくん
９月28日生（９月28日生（蓮沼蓮沼）

田田
た や

谷明明
あ い り

依里依里 ちゃんちゃん

９月26日生（９月26日生（榎生榎生）

小
こまつ ざ きこ ま つ ざ き

松崎松崎 翔
しょうしょう

 くんくん
９月27日生（９月27日生（市野辺市野辺）

古
ふるさわふるさわ

澤 悠
ゆ う まゆ う ま

真 くんくん
９月12日生（９月12日生（三郷三郷）

中
な か のな か の

野 樹
じ ゅ りじ ゅ り

璃 ちゃんちゃん

９月13日生（９月13日生（市野辺市野辺）
山
や ま だや ま だ

田紗
さ や かさ や か

弥加弥加 ちゃんちゃん

９月13日生（９月13日生（小川小川）

仁
に へ いに へ い

平 瑠
る いる い

泉 くんくん
９月14日生（９月14日生（小栗小栗）

田
た し ろた し ろ

代 秋
あ きあ き

姫 ちゃんちゃん

９月13日生（９月13日生（上平塚上平塚）

 ぼくた
ち・わたしたち １歳になりました わわがが家家 ドドののアアイイ ルル

 白白
しらいし

石 花
は な か

果 ちゃんちゃん

９月９日生（９月９日生（西榎生西榎生）
菅菅
すがぬま

沼    愛
あい

 ちゃんちゃん

９月10日生（９月10日生（樋口樋口）
渡渡
わたなべ

 士士
し お ん

音 くんくん
９月10日生（９月10日生（下川中子下川中子）

布布
ふ せ

施 心
み な

絆 ちゃんちゃん

９月12日生（９月12日生（幸町幸町）
齊
さいとうさいとう

藤 成
な る みな る み

海 くんくん
９月８日生（９月８日生（藤ヶ谷藤ヶ谷）

鈴
す ず き

木虎虎
こ た ろ う

 くんくん
９月２日生（９月２日生（成田成田）

広
ひろさわ

沢 貴
たかゆき

之 くんくん
９月４日生（９月４日生（小栗小栗）

小
お の つ か

野塚野塚梨梨
り の

乃 ちゃんちゃん

９月６日生（９月６日生（藤ヶ谷藤ヶ谷）
平平
ひらさわ

澤 慧慧
け い と

人 くんくん
９月６日生（９月６日生（玉戸玉戸）

菅
す が いす が い

井 美
み な みみ な み

南 ちゃんちゃん

９月４日生（９月４日生（下川島下川島）

藤
ふじかわふじかわ

川 颯
は や とは や と

人 くんくん
９月16日生（９月16日生（幸町幸町）

杉
すぎやますぎやま

山 実
み ゆみ ゆ

優 ちゃんちゃん

９月19日生（９月19日生（藤ヶ谷藤ヶ谷）
星
ほ し のほ し の

野 淑
よ し とよ し と

太 くんくん
９月20日生（９月20日生（布川布川）

奈
な ら ぶな ら ぶ

良部良部好
こういちこういち

一 くんくん
９月21日生（９月21日生（中舘中舘）

鈴
す ず きす ず き

木 椎
し い やし い や

也 くんくん
９月22日生（９月22日生（稲野辺稲野辺）

清
し み ずし み ず

水 陽
ひ ま りひ ま り

葵 ちゃんちゃん

９月18日生（９月18日生（みどり町みどり町）

相
あ い たあ い た

田 愛
め いめ い

唯 ちゃんちゃん

９月24日生（９月24日生（下中山下中山）
柴
しばしば

    陸
り く とり く と

仁 くんくん
９月25日生（９月25日生（海老ヶ島海老ヶ島）

田
た な かた な か

中 美
み よ りみ よ り

順 くんくん
９月25日生（９月25日生（辻）

沼
ぬ ま たぬ ま た

田 奈
な なな な

南 ちゃんちゃん

９月24日生（９月24日生（幸町幸町）

平成 18 年 11 月生まれのお子さんの写真
を募集しています。写真裏面に①お子さん
の氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保護
者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記
し、９月 28日（金）までに市広報広聴課へ。
応募者多数の場合は抽選とします。

アイドル大募集アイドル大募集

鶴
つ る みつ る み

見瀬
せ り なせ り な

梨奈梨奈 ちゃんちゃん

９月14日生（９月14日生（岡芹岡芹）

9

中
なかしまなかしま

島 咲
さ やさ や

弥 ちゃんちゃん

９月14日生（９月14日生（市野辺市野辺）

飯
いいじま

嶋    匠匠
しょう

 くんくん
９月８日生（９月８日生（海老ヶ島海老ヶ島）

荒荒
あらかわ

川 梨
り ろ

路 ちゃんちゃん

９月５日生（９月５日生（栗島栗島）
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と女
男 す て き に ハ ー モ ニ ーひと

ひと 男女共同参画社会に関する
ご意見をお寄せください。

男女共同参画課（℡ 23-1600）

　みなさん、男女共同参画というと、なんか難しそうで役所や大企業の一部の

人のために進めていると考えていませんか？しかし、本当はそうではないので

す。男女共同参画社会は、老若男女、すべての人が関わってこそ実現されるも

のです。男女共同参画社会基本法でも第 10 条に国民の責務として「～男女共同

参画社会の形成に寄与するように努めなければならない」と定めています。そ

こで、私たちにできることをまとめました。

女性のみなさんへ
　人口減少社会を支えていくのは、女性の力が必要とさ

れています。その際に育児などの経験は決してその人に

とって無駄にはなりません。むしろ育児や家事、介護を

通して得た知識・知恵をいかし、男性とは違う生活

者としての視点から物事を見られることが必ず

役に立ってきます。いま、企業でも地域でもそ

れが求められていて、活躍の場は広がってい

ます。ぜひあきらめずにチャレンジを！

男性のみなさんへ
　仕事に力を注ぐことは重要ですが、家庭や地域

での活動をすることも同等に大切です。例えば育

児は「育自」と言い換えられるように、それらを

することは人間的に成長させてくれるという大き

な効果を持っています。また、そういう経験によっ

て得たコツや段取りの仕方は、仕事にもいかせる

と言います。男性が家庭・地域に参画するこ

とで、そこがいきいきとしたものとなり、

社会の活力につながります。男

性のみなさん、仕事以外にも目

を向けてみませんか？

若い世代のみなさんへ
　何かをしたいと思ったとき、

「女だから」「男だから」という

だけで目標に向かうための機会

すら与えられないというので

は、夢や希望を叶えることはで

きません。男女共に機会が確保

されるべきです。また、人口減少が進む我が国

の社会は男女が一緒になって力を合わせる必要

がますます大きくなっています。男女が共に参

画していろんな夢を実現しましょう！

シニアのみなさんへ
　社会の担い手として期待

されているのは、女性だけ

ではありません。シニアの

みなさんもぜひ、積極的

に社会参画を実践してい

ただければと思います。

仕事やボランティアなど進んで社会活動に参画し、い

きいきと充実した時間を過ごしましょう。明るい日本

の未来のため、これまでの多彩で多様な経験をもう一

度社会に還元してみてください。

7 月 19 日～ 31 日までアルテリ
オで、男女共同参画に関する
パネル展を行いました。女性
と社会の関わりなどを表現し
たパネルに足を止める人たち
の姿が見られました。このパ

ネル展は 11 月にもあけの元気館で開催する予定です。

7 月 22 日、石ころアーティスト
の並木勝利さんを講師に迎え、
「石ころアート講座」を開催しま
した。講座には多くの親子が参
加。さまざまな形をした石ころ
の特徴をとらえながら、似顔絵
や動物の絵などを描きました。

夏休みに入り、親子の親睦を深める楽しい一日となりました。

男女共同参画課 だより

■男性セミナー「父子チャレンジ！石ころアート」 ■男女共同参画パネル展

輝く未来はあなたから
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観覧者募集！
笠松運動公園

総合開会式
■11月10日（土）

10:05～　募集1000人

結城市民文化センター「アクロス」

音楽文化祭
■11月11日（日）

12:30～　募集1200人

ファッションショー
「ゲスト イルカ」

13:00～　募集　300人

つくば国際会議場

NACK5 公開生放送「HITS! THE TOWN」
■11月10日（土）

12:55～17:40　募集600人
ゲスト 美勇伝（石川梨華、三好絵梨香、岡田唯）

「グッチ裕三」ライブ
「三村奈々恵」マリンバコンサート

「柳生真吾」講演会

■11月11日（日）
13:30～　募集1200人

16:00～　募集1200人

11:30～　募集　300人

「平野レミ」トークショー
「長谷川きよし」トーク＆ライブ

■11月12日（月）
13:00～　募集1200人

17:00～　募集1200人

「服部幸應」の食育・健康トーク
「大田仁史＆遙洋子」のいきいき健康トーク
「金田一秀穂」の世界一受けたい授業

■11月13日（火）県民の日
11:30～　募集1200人

13:30～　募集1200人

13:00～　募集   300人

県民文化センター

シンポジウム
■11月13日（火）

総合閉会式

基調講演「茂木健一郎」
【パネリスト】木の実ナナ、コシノヒロコ、宗像恒次、茂木健一郎
【コーディネーター】宮川泰夫 10:00～　募集700人

13:30～　募集500人

入場
無料

■応募方法
往復はがきに、下記①から⑥の必要事項を
記入のうえ、お申し込みください。また、
返信用はがきには、応募者の住所氏名を記
入してください。①観覧希望イベント名②
応募者本人の郵便番号、住所③氏名（ふり
がな）④年齢⑤電話番号⑥特記事項（a～
dのうち、該当する項目のみ記入）

■応募先
〒310-8555
水戸市笠原町978番６　茨城県庁内
ねんりんピック茨城2007
実行委員会事務局　「○○○○○」係

〒310-8586水戸市千波町1918
（社福）茨城県社会福祉協議会
茨城わくわくセンター　「音楽文化祭」係

■応募締切　9月20日（木）必着
総合開会式（１枚で４人まで）

往信用の裏面
必要事項① , ② , ③ , ④ , ⑤
⑥特記事項
a同伴者全員の氏名・年齢・応
　募者との関係
b手話通訳必要者の人数
c車いす利用者の人数
d希望するシャトルバスのり場
(1) 水戸駅  (2) 東海駅
(3) 常陸那珂港臨時駐車場

返信

応募者の
郵便番号
住所
氏名

イベント※総合開会式以外（１枚で２人まで）
往信用の裏面
必要事項① , ② , ③ , ④ , ⑤
⑥特記事項
a同伴者の有無
　（同伴者の氏名・年齢）
b手話通訳必要者の人数
c車いす利用者の人数
d（つくば国際会議場のみ）
　託児室利用希望の有無

返信

応募者の
郵便番号
住所
氏名

ねんりんピック茨城2007実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　℡029-301-3303

グッチ裕三 三村奈々恵

柳生真吾 服部幸應

徳
に
報
い
る
報
徳
仕
法

「○○○○○」には、入場を希望されるイベ
ント名（左記黒色太字）をお書きください。
【問い合わせ】（平日9:00～ 17:00）
総合開会式・閉会式℡029-301-3306
イベント全般………℡029-301-3303

※注意　音楽文化祭の応募先は下記です



　

ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

★
学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

　

９
月
27
日
（
木
）・
28
日
（
金
）

　

大
田
小
学
校

　

テ
ー
マ
『
戦
争
』

▼『
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
』監
督
＝
ジ
ョ
エ
ル
・

　

シ
ュ
マ
ッ
カ
ー
、

　

出
演
＝
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・

　

バ
ト
ラ
ー
、
エ
ミ
ー
・
ロ
ッ
サ
ム

▼
『
天
使
の
く
れ
た
時
間  

デ
ラ
ッ
ク
ス
版
』

　

監
督
＝
ブ
レ
ッ
ト
・
ラ
ト
ナ
ー
、
出
演
＝

　

ニ
コ
ラ
ス
・
ケ
イ
ジ
、
テ
ィ
ア
・
レ
オ
ー
ニ

▼
『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』
監
督
＝
宮
崎
駿  

　

原
作
＝
ダ
イ
ア
ナ
・
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

▼
『
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
』

　

『
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ 

二
つ
の
塔
』

　

『
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ 

王
の
帰
還
』

　

監
督
＝
ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

　

出
演
＝
イ
ラ
イ
ジ
ャ
・
ウ
ッ
ド

▼
『
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン

　

呪
わ
れ
た
海
賊
た
ち
』

　

監
督
＝
ゴ
ア
・
ヴ
ァ
ー
ビ
ン
ス
キ
ー

　

出
演
＝
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

※
D
V
D
は
館
内
視
聴
の
み
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図書館へ行こう

◆
そ
り
す
べ
り
に
夢
中

な
カ
メ
の
ク
レ
オ
パ
ト

ラ
。
ワ
ニ
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
た
ち
は
、
ク
レ

オ
パ
ト
ラ
を
鍋
に
と
び
こ
ま
せ
ス
ー
プ
に
し

よ
う
と
考
え
ま
す
。
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
を
守
る

た
め
、
サ
ル
の
ア
ル
ビ
コ
コ
は
大
奮
闘
！

◆
あ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ベ

ト
ナ
ム
人
の
ツ
イ
ち
ゃ

ん
と
中
国
人
の
ヤ
ン
く
ん
と
仲
良
し
。
今
日

は
楽
し
い
お
月
見
で
す
。
ツ
イ
ち
ゃ
ん
や
ヤ

ン
く
ん
の
国
で
は
、
ど
ん
な
風
に
お
月
見
を

す
る
の
で
し
ょ
う
。楽
し
い
行
事
の
紙
芝
居
。

◆
み
ん
な
で
、
お
い
し

い
も
の
を
探
し
ま
し
ょ

う
。
赤
い
色
の
お
い
し
い
も
の
は
な
あ
に
？

黄
色
の
お
い
し
い
も
の
は
？

　

わ
か
る
か

な
？

　

お
い
し
そ
う
な
食
べ
物
が
た
く
さ
ん

で
て
く
る
、楽
し
い
ク
イ
ズ
の
紙
芝
居
で
す
。

◆
当
館
所
蔵
品
展
で
紹
介
す
る
小
林
清
親
は

最
後
の
浮
世
絵
師
で
あ
り
、
新
聞
・
雑
誌
の

風
刺
画
（
漫
画
）
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
本
の
漫
画
は「
団
団
珍
聞
」等
の
掲
載
分
で
、

浮
世
絵
師
の
清
親
と
は
ま
る
で
別
人
で
す
。

◆
浮
世
絵
っ
て
何
!?
と
い
う
方
に
。
理
想
の

女
性
や
町
の
評
判
娘
を
描
い
た
美
人
画
、
切

り
抜
い
て
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
絵
と
い
っ
た
主

題
に
よ
る
分
類
の
他
、
肉
筆
画
・
錦
絵
等
の

様
式
、作
り
方
な
ど
も
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
表
紙
は
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
歯
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
恐
竜
の
全
体
像
は
も
ち
ろ
ん
、

実
物
大
の
恐
竜
の
卵
、
か
ぎ
づ
め
な
ど
、
大

迫
力
の
イ
ラ
ス
ト
が
て
い
ね
い
な
文
章
と
と

も
に
見
ら
れ
ま
す
。
ふ
り
が
な
・
索
引
つ
き
。

今月のおすすめ本
中 央 図 書 館

明 野 図 書 館

★
ミ
ニ
企
画
展
「
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
」

ミ
ニ
企
画
展
「
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
」

　

９
月
４
日
（
火
）
〜
19
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
月
曜
休
館
）

　

中
央
図
書
館
・
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
前

●
楽
し
い
紙
芝
居
の
展
示
・
貸
出
を
行

い
ま
す
。

★
企
画
展
「
東
京
名
所
図
会
」

企
画
展
「
東
京
名
所
図
会
」

　

９
月
７
日
（
金
）
〜
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
月
曜
休
館
）

　

明
野
図
書
館
・
開
架
フ
ロ
ア

●
最
後
の
浮
世
絵
師
・
小
林
清
親
が
描
い
た

文
明
開
化
の
東
京
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

★
お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

①
９
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

　

絵
本
「
よ
か
っ
た
ね
ネ
ッ
ド
く
ん
」

　

「
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
」「T

he V
ery

   H
ungry  Caterpillar

」（
は
ら
ぺ
こ

　

 

あ
お
む
し
の
英
語
版
）

　

②
９
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

絵
本
「
こ
ぶ
た
は
大
き
い
」「
か
い
じ
ゅ

　

う
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ
」

　

★
赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

　

９
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
赤

クレオパトラ
のそりすべり

ぶん＝アンドレ・オデール
え＝トミー・ウンゲー
きゃくほん＝やぎたよしこ
【ほるぷ出版】

なぜ、お月さま
におそなえをす
るの？
監修＝常光徹
脚本・絵＝渡辺享子
【童心社】

おいしいもの
なあに？
脚本・画＝土田義晴
【童心社】

小林清親 諷刺漫画
画＝小林 清親
編著＝清水勲
【岩崎美術社】

浮世絵のことば案内
著＝田辺昌子
【小学館】

実物大恐竜図鑑
著＝デヴィッド・ベルゲン
日本語版監修＝真鍋真
訳＝藤田千枝
【小峰書店】

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

◆問い合わせ　中央図書館 TEL24-3530　明野図書館 TEL52-2466

（紙芝居）
（紙芝居）

（紙芝居）

新
着
新
着
D
V
D
V
D

中
央
図
書
館

中
央
図
書
館

12
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学
校
訪
問
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

ミ
ニ
企
画
展
「
紙
芝
居
を
楽
し
も
う
」

企
画
展
「
東
京
名
所
図
会
」

お
は
な
し
会
（
明
野
図
書
館
・
児
童
室
）

赤
ち
ゃ
ん
向
け
読
み
聞
か
せ

　

（
中
央
図
書
館
・
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

新
着
D
V

中
央
図
書
館

輝く人

「
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
自
分
も
や
れ
ば

で
き
る
ん
だ
と
思
い
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
練
習
は
き
つ
い
け
ど
、
頑
張
っ
た
分
だ

け
上
手
く
な
る
の
で
楽
し
い
で
す
。
全
国
大

会
ま
で
に
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
が
も
っ
と
速
く
な

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
の

は
、
県
立
下
館
第
一
高
等
学
校
定
時
制
１
年

の
真
田
一
将
く
ん（
東
保
末
）。
真
田
く
ん
は
、

６
月
に
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
全
国
定
通
高
校
大
会
茨
城
県
大
会
の
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
、
接
戦
の
末
、
見
事
優
勝
。

８
月
16
日
か
ら
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

「
目
標
は
初
戦
突
破
。
い
つ
も
通
り
に
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
試
合
を
進
め
て
い
き
た
い
で

す
ね
。
で
も
、
優
勝
し
た
ら
新
車
を
買
っ
て

も
ら
う
約
束
な
の
で
、
や
っ
ぱ
り
優
勝
で
き

た
ら
い
い
な
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
真

田
く
ん
。
全
国
大
会
に
向
け
て
、
週
４
回
、

所
属
す
る
「
明
野
ち
び
バ
ド
」
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

同
じ
く
「
明
野
ち
び
バ
ド
」
で
バ
ド
ミ
ン

明
野
ち
び
バ
ド

バドミントンで憧れの全国大会へ。
最後まであきらめず、ベストを尽くしたい。

ト
ン
に
汗
を
流
す
、
大
村
小
学
校
６
年
の
稲

光
勇
太
く
ん
（
海
老
ヶ
島
）
は
、
県
の
代
表

選
手
と
し
て
、
７
月
に
都
内
で
行
わ
れ
た
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
流

大
会
に
出
場
。
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
と

も
に
全
試
合
勝
利
と
い
う
大
活
躍
で
、
チ
ー

ム
の
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。「
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
優
勝
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
喜
び
を
語
る
稲
光
く
ん
。
６
月

の
全
国
小
学
生
A
B
C
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
茨
城
県
大
会
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
優
勝

し
、
８
月
16
日
か
ら
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
大
好
き
で
、「
ち
び
バ

ド
の
練
習
に
来
る
の
が
楽
し
い
」
と
い
う
稲

光
く
ん
は
、「
全
国
大
会
は
初
め
て
で
す
が
、

全
然
緊
張
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
強
気
で
攻
め

て
、
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。
も
っ
と

練
習
し
て
、
将
来
は
、
世
界
で
通
用
す
る
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
る
の
が
夢
で

す
」
と
さ
わ
や
か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

稲
光  

勇
太
く
ん

真
田  

一
将
く
ん



そ
れ
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
伸
ば

し
、
社
会
的
経
済
的
に
有
用
な
価
値
を
産

出
す
る
こ
と
を
「
報
徳
」
と
呼
び
ま
し
た
。

　

天
保
７
年
頃
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
報
徳

訓
」に
そ
の
思
想
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
怠
・
奢
・
奪
」
と
い
う
生
き
方
か
ら
、「
勤
・

倹
・
譲
」
へ
の
「
心
田
の
開
発
」
が
、
尊

徳
の
生
涯
の
願
い
で
し
た
。

　

日
光
領
の
仕
法
を
進
め
て
い
た
尊
徳

は
、
安
政
３
年
、
70
歳
の
時
に
今
市
の
役

所
内
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
尊
徳
は
如
来

寺
の
墓
地
の
一
角
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

第
13
回
全
国
報
徳
サ
ミ
ッ
ト
筑
西
市
大
会

新
し
い
時
代
を
拓
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

10
月
20
日
（
土
）

報徳仕法
我が道は至誠と実行のみ

　

下
館
地
方
の
村
々
を
仕
法
に
よ
っ
て
立

て
直
し
た
二
宮
尊
徳
。
そ
の
思
想
を
集
約

し
た
「
報
徳
訓
」
は
、
現
代
の
私
た
ち
に

も
、
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
文
・
上
金 

蔵
】

【
下
高
田
の
仕
法
に
大
山
太
助
の
労
】

　

下
高
田
村
の
大
山
太
助
は
、
天
保
初
年

か
ら
桜
町
を
訪
れ
、
尊
徳
に
村
の
困
窮
の

救
済
を
懇
願
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

高
田
村
本
田
、
新
田
、
本
郷
、
堤
上
、
下

福
良
村
、
阿
部
品
村
に
及
ぶ
仕
法
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
村
は
領
主
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
仕

法
も
複
雑
で
、
大
山
太
助
の
奔
走
は
大
変

な
も
の
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
ま
す
。

　

仕
法
は
順
調
に
進
み
、
嘉
永
年
間
ま

で
続
い
た
仕
法
で
、
12
年
間
に
報
徳
金

１
４
３
７
両
余
り
を
返
却
し
、
余
剰
金
が

で
き
る
ほ
ど
村
は
立
ち
直
り
ま
し
た
。

【
困
難
を
極
め
た
齋
藤
領
の
仕
法
】

　

旗
本
齋
藤
鍬
太
の
領
は
、
門
井
、
辻
、

海
老
江
、
羽
方
、
吉
田
村
な
ど
に
散
在
し

て
い
ま
し
た
。
領
主
は
小
禄
の
う
え
、
生

計
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
、
天
保
６
年

の
負
債
高
は
２
３
０
０
両
に
も
及
び
ま
し

た
。
村
々
は
食
料
に
事
欠
く
ほ
ど
疲
弊
し

て
お
り
、尊
徳
に
仕
法
を
願
い
出
ま
し
た
。

　

齋
藤
家
は
、
年
１
２
０
俵
の
米
と
18
両

を
分
度
と
し
、
10
年
を
め
ど
に
負
債
償
却

と
領
村
復
興
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
領
民

は
常
食
を
減
ず
る
な
ど
苦
労
し
な
が
ら
働

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
領
主
は
分
度
確
立

の
観
念
が
弱
く
、
４
年
後
に
は
、
仕
法
委

託
を
拒
否
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
、
負

債
の
ほ
と
ん
ど
は
弁
済
さ
れ
、
顕
著
な
成

績
を
残
し
ま
し
た
。

【
報
徳
訓
に
集
約
さ
れ
た
尊
徳
思
想
】

　

こ
の
よ
う
に
、
尊
徳
は
仕
法
で
下
館
地

方
の
村
々
を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。
尊

徳
は
、「
物
や
人
に
備
わ
る
良
さ
、
取
り

柄
、持
ち
味
」の
こ
と
を「
徳
」と
名
付
け
、

二
宮
尊
徳
学
習
会
の
お
知
ら
せ

徳
に
報
い
る
報
徳
仕
法

徳
に
報
い
る
報
徳
仕
法

①
８
月
28
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

河
間
公
民
館
　

講
師
＝
桐
原
光
明
氏

②
８
月
30
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

　

嘉
田
生
崎
公
民
館
　

講
師
＝
桐
原
光
明
氏

③
９
月
11
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

協
和
公
民
館
　

講
師
＝
小
石
川
功
氏

▼
テ
ー
マ
＝
『
筑
西
市
に
お
け
る
尊
徳

の
仕
法
』
▼
募
集
＝
各
１
０
０
人
程
度

▼
費
用
＝
無
料
　

▼
申
込
不
要

＊
学
習
会
は
９
月
11
日
が
最
終
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

教
育
委
員
会
文
化
課

　

TEL
　

22

－

０
１
８
３

▼

８
月
２
日
、
関
本
公
民
館
で
「
尊
徳
学
習
会
」

を
開
催
。
講
師
の
鉄
炮
塚
精
四
朗
氏
が
尊
徳
の
仕

法
や
思
想
に
つ
い
て
語
り
、
会
場
に
集
ま
っ
た
市

民
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲伊讃小学校に建てられた二宮金
次郎像の土台には、尊徳の教えが
刻まれています。

父
母
の
根
元
は
天
地
の
令
命
に
あ
り

子
孫
の
相
続
は
夫
婦
の
丹
精
に
あ
り

吾
身
の
富
貴
は
父
母
の
積
善
に
あ
り

身
命
の
長
養
は
衣
食
住
の
三
に
あ
り

田
畑
山
林
は
人
民
の
勤
耕
に
あ
り

来
年
の
衣
食
は
今
年
の
艱
難
に
あ
り

身
体
の
根
元
は
父
母
の
生
育
に
あ
り

父
母
の
富
貴
は
祖
先
の
勤
功
に
あ
り

子
孫
の
富
貴
は
自
己
の
勤
労
に
あ
り

衣
食
住
の
三
は
田
畑
山
林
に
あ
り

今
年
の
衣
食
は
昨
年
の
産
業
に
あ
り

年
々
歳
々
報
徳
を
忘
る
べ
か
ら
ず

報
徳
訓
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深見  恭子さん（村田）

■このコーナーを担当したのは、

「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
を
語
り
つ
づ
け
て
10
年

　

「
明
治
は
亡
く
な
る
と
き
、（
略
）
わ
た
し
も
思
わ

ず
『
お
母
ち
ゃ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
行
く
か
ら
ね
』
と

申
し
ま
し
た
ら
、『
後
か
ら
で
い
い
よ
』
と
申
し
ま

し
た
。『
お
母
ち
ゃ
ん
に
会
え
た
か
ら
い
い
よ
』
と

も
申
し
ま
し
た
」。（
山
下
明
治
の
母
　

萩
子
　

－
こ
の
子
た
ち
の
夏
よ
り

－

）

　

シ
ー
ン
と
静
ま
り
か
え
っ
た
夜
の
公
民
館
に
、
子

を
思
う
母
の
声
が
響
き
ま
す
。「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」

の
公
演
に
向
け
て
の
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。
麦
わ

ら
帽
子
を
背
に
、
台
本
を
手
に
、
一
人
ず
つ
台
詞
を

読
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
B
G
M
に
合
わ
せ
て
の

練
習
も
熱
を
帯
び
、
お
互
い
に
批
評
し
な
が
ら
一
心

不
乱
に
練
習
す
る
姿
に
、真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
は
、
広
島
、
長
崎
で
被
爆

し
た
母
と
子
の
体
験
手
記
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
朗

読
劇
。
市
内
の
主
婦
を
中
心
と
し
た
「
は
ら
ん
き
ょ

う
の
会
」
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
を
呼
び
か
け

て
自
主
上
演
を
行
い
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
の
公
演
に
参
加
す
る
子
ど
も
た
ち
は
４
人
。

去
年
も
参
加
し
た
大
村
小
の
田
中
美
里
さ
ん
。
今

年
は
お
友
達
の
藤
沢
真
衣
さ
ん
を
誘
っ
て
の
参
加
で

す
。「
練
習
は
難
し
い
け
れ
ど
楽
し
い
」「
担
任
の
先

生
も
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
は
り
き
っ
て
い
ま

す
。
姉
妹
で
参
加
し
て
い
る
上
野
小
の
坂
入
幸
さ
ん

と
宰
さ
ん
。「
家
で
は
一
緒
に
練
習
し
な
い
よ
」
と

言
い
な
が
ら
も
、
目
と
目
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
取
材
し
た
日
は
、
全
体
練
習
の
３
回
目

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
息
も
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。

　

公
演
当
日
は
広
島
、
長
崎
を
思
い
出
さ
せ
る
よ
う

な
と
て
も
暑
い
で
し
た
。
集
ま
っ
た
大
勢
の
観
客
を

前
に
、
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら

し
い
公
演
に
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
、

命
の
尊
さ
、平
和
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
は
ら
ん
き
ょ
う
版
「
茨
城
弁
で
語

る
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
の
出
前
公
演
も
行
っ
て
い

ま
す
。
条
約
と
聞
く
と
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
と
考
え

て
し
ま
い
ま
す
が
、
家
庭
の
主
婦
が
井
戸
端
会
議
を

す
る
よ
う
に
日
常
の
出
来
事
に
置
き
換
え
て
語
り
か

け
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
も
上
手
な
茨
城
弁
で
。
タ
イ

ム
リ
ー
な
話
題
も
織
り
込
む
の
で
、
公
演
前
は
台
本

の
修
正
、
練
習
と
あ
わ
た
だ
し
く
忙
し
い
日
が
続
く

そ
う
で
す
。
そ
ん
な
努
力
の
成
果
で
し
ょ
う
か
、
私

の
観
た
公
演
も
、
会
場
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
、
改

め
て
聞
く
茨
城
弁
に
笑
顔
で
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

公
演
だ
け
で
な
く
、
条
約
や
人
権
、
朗
読
法
な
ど

の
勉
強
会
も
行
っ
て
い
る
と
い
う
、
は
ら
ん
き
ょ
う

の
会
の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
向
上
心
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
こ
う
と
、
毎
年
、
朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
を
自
主
上
演
し

て
い
る
「
は
ら
ん
き
ょ
う
の
会
」（
代
表
＝
加
藤
由
美
子
さ
ん
）。
は
ら
ん
き
ょ
う
と
は
、
植
物
の
巴
欖
杏
（
ス

モ
モ
の
一
種
）
の
こ
と
で
、
劇
に
出
て
く
る
詩
の
中
の
言
葉
か
ら
と
っ
た
も
の
で
す
。
８
月
５
日
の
公
演
に
向

け
、
明
野
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
た
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
の
練
習
を
取
材
し
ま
し
た
。

広
島
・
長
崎
の
記
憶
を
伝
え
て
い
く

▲８月５日、明野公民館で上演された「この子たちの夏」

女
性
差
別
問
題
を
茨
城
弁
で
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矢
や ざ わ

澤 友
と も き

貴 くん
９月27日生（玉戸）

谷
や じ ま

島 優
ゆ う と

斗 くん
９月28日生（蓮沼）

田谷明依里 ちゃん
９月26日生（榎生）

小
こまつ ざ き

松崎 翔
しょう

 くん
９月27日生（市野辺）

古
ふるさわ

澤 悠
ゆ う ま

真 くん
９月12日生（三郷）

中
な か の

野 樹
じ ゅ り

璃 ちゃん
９月13日生（市野辺）

山
や ま だ

田紗
さ や か

弥加 ちゃん
９月13日生（小川）

仁
に へ い

平 瑠
る い

泉 くん
９月14日生（小栗）

田
た し ろ

代 秋
あ き

姫 ちゃん
９月13日生（上平塚）

わが家 ドのアイ ル

 白石 花果 ちゃん
９月９日生（西榎生）

菅沼  愛 ちゃん
９月10日生（樋口）

渡  士音 くん
９月10日生（下川中子）

布施 心絆 ちゃん
９月12日生（幸町）

齊
さいとう

藤 成
な る み

海 くん
９月８日生（藤ヶ谷）

鈴木虎  くん
９月２日生（成田）

広沢 貴之 くん
９月４日生（小栗）

小野塚梨乃 ちゃん
９月６日生（藤ヶ谷）

平澤 慧人 くん
９月６日生（玉戸）

菅
す が い

井 美
み な み

南 ちゃん
９月４日生（下川島）

藤
ふじかわ

川 颯
は や と

人 くん
９月16日生（幸町）

杉
すぎやま

山 実
み ゆ

優 ちゃん
９月19日生（藤ヶ谷）

星
ほ し の

野 淑
よ し と

太 くん
９月20日生（布川）

奈
な ら ぶ

良部好
こういち

一 くん
９月21日生（中舘）

鈴
す ず き

木 椎
し い や

也 くん
９月22日生（稲野辺）

清
し み ず

水 陽
ひ ま り

葵 ちゃん
９月18日生（みどり町）

相
あ い た

田 愛
め い

唯 ちゃん
９月24日生（下中山）

柴
しば

  陸
り く と

仁 くん
９月25日生（海老ヶ島）

田
た な か

中 美
み よ り

順 くん
９月25日生（辻）

沼
ぬ ま た

田 奈
な な

南 ちゃん
９月24日生（幸町）

アイドル大募集

鶴
つ る み

見瀬
せ り な

梨奈 ちゃん
９月14日生（岡芹）

中
なかしま

島 咲
さ や

弥 ちゃん
９月14日生（市野辺）

飯嶋  匠  くん
９月８日生（海老ヶ島）

荒川 梨路 ちゃん
９月５日生（栗島）

健
康
ひ
ろ
ば

市 民 み ん な で 健 康 づ く り

　

７
月
15
日
号
（
７
月
11
日
発
行
）

の
本
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
急
性
心
筋

梗
塞
危
険
因
子
の
相
対
危
険
度
（
以

下
、
危
険
度
）
に
つ
い
て
、
今
回
は

グ
ラ
フ
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

危
険
度
は
基
準
値
等
を
1.0
と
し
、

危
険
度
が
大
き
い
場
合
は
1.0
よ
り
大

き
な
数
値
に
、
危
険
度
が
少
な
い
場

合
は
1.0
よ
り
少
な
い
数
値
に
な
り
ま

す
。

　

虚
血
性
心
疾
患
で
の
死
亡
（
急
性

心
筋
梗
塞
及
び
そ
の
ほ
か
の
虚
血
性

心
疾
患
）
の
危
険
度
は
、
喫
煙
、
血

圧
値
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ

Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
（
肥
満
度
）、
尿
蛋
白
な
ど
に

顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
を
吸
う
人
の
う
ち
、
特
に

女
性
で
１
日
20
本
以
上
吸
う
人
は
4.6

（
倍
）、
男
性
の
高
血
圧
の
人
は
2.7

（
倍
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
は
若
干
の

違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
男
性
で
は

２
２
０㎎
／
dl
以
上
で
、
女
性
で
は

２
６
０㎎
／
dl
以
上
で
変
化
が
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善

玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
や
は
り
多

い
方
が
良
い
よ
う
で
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
度
）
に
つ
い
て
は

18
・
９
以
下
の
や
せ
て
い
る
人
の
危

険
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
肥
満

だ
け
で
な
く
や
せ
す
ぎ
も
危
険
で

す
。適
正
体
重
の
維
持
が
大
切
で
す
。

尿
蛋
白
に
つ
い
て
も
男
女
と
も
影
響

が
大
き
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
持
つ
人

は
、
１
つ
だ
け
で
は
な
く
複
数
持
っ

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
う

す
る
と
危
険
度
は
も
っ
と
高
ま
り
ま

す
。
例
え
ば
…
喫
煙
（
20
本
／
日

未
満
）
で
1.8
、
高
血
圧
症
で
2.7
、

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
1.7
な
ど
の

場
合
は
、
1.8
×
2.7
×
1.7
＝
８
・
26

と
な
り
、
３
つ
の
危
険
因
子
の
基

準
値
1.0
の
人
と
比
べ
る
と
８
倍
以

上
の
危
険
度
と
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
健
康
診
断
を
受
診
し
、
健

康
状
態
を
知
る
こ
と
が
健
康
づ
く

り
の
基
本
で
す
。
積
極
的
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

危険因子が
複数あると
危ない！！

喫煙

尿蛋白
（ー）
（＋）

２＋以上

10 2 3

1.0

1.7

2.3

10 2 3

1.0
3.2

2.8

血糖
正常
境界域

高血糖

10 2 3

1.0

1.1

1.7

10 2 3

1.0

1.0

2.5

ＢＭＩ
18.9 以下
23.0 ～ 24.9

10 2 3

1.0

1.5

10 2 3

1.0

2.0

HDLコレステロール
40～ 44

10 2 3

1.0

0.6

0.7

0.6

10 2 3

1.0

1.0

0.8

0.7

45～ 49
50～ 54
55以上

総コレステロール
180～ 199
220～ 239
240～ 259
260以上

10 2 3

1.0

1.8

1.7

1.7

10 2 3

1.0

1.1

1.3

1.6

高血圧
正常
境界域

高血圧

10 2 3

1.0

1.2

2.7

10 2 3

1.0

1.6

1.4

もともと吸わない
20本／日未満

20本／日以上

10 2 3

1.0

1.8

1.6

10 2 3

1.0

2.5

4.6～ ～

虚血性心疾患 相対危険度
男性 女性

虚血性心疾患…心臓の筋肉 (心
筋 ) に血液を送る 3本の動脈
が狭くなったり、塞がったり
して、そこから先の心筋が酸
素不足に陥る状態を虚血性心
疾患と呼びます ｡ 冠状動脈が
細くなり心筋が一時的に酸素
不足に陥るのが狭心症で、冠
状動脈が完全に詰まってしま
うのが心筋梗塞です ｡

検診受診者生命予後追跡調査事業報告書（茨城県健康プラザ発行）

■問い合わせ　健康増進課（℡22-0506）

スピカ・健康ひろばで開催されている、生
活習慣病対策のシリーズ講座。第１回目は
中山清先生（下中山）が歯科医師の立場か
ら「噛むことの大切さ」を訴えました。
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おたより

後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 通 信 Vol.3

 後期高齢者医療制度の被保険者証

加入対象者および加入日について

後期高齢者医療費制度の運営のしくみ

茨城県後期高齢者医療広域連合　〒 311-4141 水戸市赤塚１丁目１番地ミオス１階　℡ 029-309-1211

■問い合わせ　

市保険年金課医療福祉係　℡ 24-2111（内線 243）　    　http://www.ibaraki-kouikirengo.ecnet.jp/

平成 20 年４月１日から後期高齢者医療制度が開始されることにともない、新た
な後期高齢者医療の被保険者証が市から送付されます。

例）9 月 15日が 75歳の誕生日の場合⇨ 9月 15日から後期高齢者医療の被保険者

①平成 20年３月 31日の時点で 75歳になっている人
　⇨平成 20年３月中に１人１枚の後期高齢者医療の被保険者証をお渡しします。

②平成 20年 4月１日以降に 75歳の誕生日を迎える人
　⇨ 75歳の誕生日を迎える日までに後期高齢者医療の被保険者証をお渡しします。

市町村番号

受給者番号

受

給

者

居住地

氏　名

生年月日 　   年　　月　　日

一部負担金の割合

法第 25条第１項第
２号の認定年月日 平成　　年　　月　　日

発  効  期  日 平成　　年　　月　　日

発行機関名

及　び　印

　茨城県

　　　　筑西市

交付年月日 平成　　年　　月　　日

医療受給者証医療受給者証

健 康 保 険
被保険者証
氏　　名

生年月日
資格取得年月日

事業所名称

事業者住所

保険者番号

筑西太郎

昭和○年○月○日
平成○年○月○日

○○○○銀行　株式会社

筑西市○○○番地

12345

本人（○○○）平成○年○月受付
記号　ちくせい　し　番号　123

健康保険証 老人保健法医療受給者証＋

現在は健康保険証と医療受
給者証の２種類を医療機関
に提示しています。

市町村番号

受

給

者

居住地

氏　名

生年月日 　   年　　月　　日

資格取得年月日

交付年月日 平成　　年　　月　　日

一部負担金の割合 平成　　年　　月　　日

保険者番号

並びに保険

者の名称及

び印　　　

　

　　　　　　　　　印

後期高齢者医療被保険者証

大きさは現行の医療受給者
証と同じです。

有効期限

現
在
は

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら

平成 20年４月１日以降は、後期高齢者医療の被保険者証を医療機関窓口に出してください。

　75歳以上の人（65歳以上の一定の障害を有する人で広域連合が
認定した人も含む）が対象となります。
　なお、平成 20年３月 31日の時点で、老人保健法医療受給者証
をお持ちの人は、今までの国民健康保険や社会保険などの健康保険
から全員が後期高齢者医療の被保険者になります。
　また、平成 20年４月１日以降に 75歳（一定の障害を有する人
については 65歳）の誕生日を迎える人は、誕生日から後期高齢者
医療の被保険者となります。
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プラハ国立歌劇場「椿姫」2210 （月）

茨城県立県民文化センター［水戸市℡ 029-241-1166］ 
■午後６時30分　■入場料 Ｓ席 12,000円 Ａ席 9,000円
Ｂ席 7,000 円 チェコ随一のオペラ座（原語上演・字幕付き）

People おすすめ

120万本の八重ひまわりが夏の思
い出づくりを応援します！世界のひ
まわり展、ひまわり切花園も開催。
■期間＝8月25日（土）～9月２日（日）
■会場＝明野ひまわりの里（宮山ふ
　れあい公園周辺）
●商工観光課＝℡20-1160

ひまわりフェスティバル

どすこいペア 2007
今年のゲスト力士は、名古屋場所大
活躍の大関・琴光喜関です。
■期日＝8月26日（日）
■イベント＝①力士サイン会②各種
　相撲大会（ちびっ子相撲大会、腕
　相撲大会）③お神輿、お囃子の競
　演③ステージ発表・スーパーライ
　ブ④よさこい納涼盆踊りなど

●商工観光課＝℡20-1160

■日時＝10月８日 (祝）午後６時
■会場＝市民会館
■入場料 = Ａ席 3,000 円、B 席    
　2,000円（全席指定）
■入場券販売所＝教育委員会文化課
　（スピカ３階）月曜～金曜日　
　午前８時30分～午後５時
●文化課＝℡22-0183

下館薪能

おでかけ
ガイド

筑西を満喫しよう！

筑西市芸術祭書道・絵画・写真
【書道展・絵画展】9月 13日 ( 木）
　～16日 ( 日）【写真展】9月 27
　日 ( 木）～30日（日）
■会場＝文化ギャラリー・スピカ６階
■時間＝午前10時～午後５時
　（最終日は午後４時まで）
■主催＝筑西市文化協議会
●文化課＝℡22-0183

ちょっと足をのばして

大
関 

琴
光
喜  
来
る
！

水のかたち展24９ （月）まで

茨城県近代美術館［水戸市℡ 029-243-5111］ ■開館時
間 午前９時 30分～午後５時（月曜日休館）　■入場料 一
般 830 円　芸術家の目から見た水。約 90点の作品を紹介。

まつりつくば 2007
つくばセンター広場および広場周辺［つくば市観光物産課℡
029-836-1111］ 今年もつくば市最大のまつりが開催されま
す。ねぶたやお神輿、楽しいステージなどが盛りだくさんです。

25８ （土） 26８ （日）

石岡のおまつり15９ （土）

石岡市常陸國總社宮ほか［石岡市役所℡ 0299-23-1111］
「関東三大祭り」の１つとも言われており、絢爛豪華な山車や
勇壮な幌獅子など40数台が市中心部を巡行します。

17９ （月）～

2710 （土） 究極トリオパフォーマンス
小山市立文化センター［小山市℡ 0285-22-9552］ ■開
演 午後３時　■入場料 Ｓ席 3,000 円 Ａ席 2,500 円 Ｂ席
1,000 円　こんなにも面白い「ピアノトリオ」があったとは！

“Bee”22９ 北大路魯山人と岡本太郎展（土）

茨城県陶芸美術館［笠間市℡ 0296-70-0011］ ■開館時
間 午前 9時 30分～午後５時  入場料 一般 600円　洋画・
書・彫刻・陶芸・遺愛品など約 120点を紹介します。

2511 （日）～

■会場＝関城支所敷地内（旧関城    
　町役場）※今年は8月26日（日）
　だけの開催となります。
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SPORTS
市民スポーツの広場

第 29回筑西市協和近隣市町村スポーツ少年団球技大会 ８月４日、５日

軟式野球

■優　勝　新治野球
■準優勝　下館小あしかび
■第３位　大村シャフターメッツ
■敢闘賞　小栗野球優勝した新治野球スポーツ少年団のみなさん

協和の杜多目的運動場ほか

サッカー
協和サッカー場

■優　勝　石岡東FC（石岡市）
■準優勝　五所ＳＳＳ
■第３位　YK・SC
■敢闘賞　古河一小ＳＳＳ（古河市）

ミニバスケット女子
協和中学校体育館

■優　勝　真壁（桜川市）
■準優勝　豊加美（下妻市）
■第３位　坂戸（桜川市）
■第４位　新治

バレーボール女子
協和の杜体育館ほか

■優　勝　セブンウィンズ（古河市）
■準優勝　大宮（常陸大宮市）
■第３位　疾風（古河市）
■第４位　関城翼

バレーボール男子
協和の杜体育館ほか

■優　勝　古河・嵐（古河市）
■準優勝　下館はやぶさ
■第３位　茂木（茂木町）

１位リーグ戦

■第４位　芳賀北（宇都宮市）
■第５位　清原中央 ( 宇都宮市）
■第６位　協和イーグルス

２位リーグ戦

■第７位　真壁（桜川市）
■第８位　明野
■第９位　ノックアウトバンビ（水戸市）

３位リーグ戦

第 30 回明野地区夏季学童野球大会
７月21日、22 日　明野球場

優勝した松原シルバーイーグルスのみなさん

■優　勝　松原シルバーイーグルス
■準優勝　長讃リトルファイターズ
■第３位　大村シャフターメッツ

■第４位　上野スターズ
■第５位　鳥羽レッドアローズ

第33回家族ソフトボール大会 ７月29日　関城運動場ほか

Ａブロック
■優　勝　船玉Ａ
■準優勝　木有戸Ａ
■第３位　花田、木有戸B

Ｂブロック
■優　勝　藤美Ａ
■準優勝　船玉B　
■第３位　辻Ｂ、若宮B

Ｃブロック
■優　勝　東館B
■準優勝　橋本　
■第３位　上藤ヶ谷、舟生

Ｄブロック
■優　勝　関館
■準優勝　北原　
■第３位　板橋Ａ、西検ロード

■参加チーム　☆野球16チーム　☆サッ
カー 16 チーム　☆ミニバスケット 12
チーム　☆バレーボール女子18チーム
☆バレーボール男子９チーム

まちのわだい



　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が

第
１
、
第
２
及
び
第
３
段
階
の
人
で
、
次
の

基
準
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
（
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
又
は
介
護
保
険
施
設
等

に
入
所
し
て
い
る
人
は
除
く
）
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

▼
減
免
対
象
者
の
基
準
＝
①
世
帯
全
員
が
市

民
税
非
課
税
　

②
世
帯
全
員
が
所
得
金
額

（
収
入
か
ら
必
要
経
費
、
給
与
所
得
控
除
、

公
的
年
金
な
ど
の
控
除
を
行
っ
た
後
の
額
）

が
無
い
。
　

③
世
帯
員
の
前
年
の
収
入
金
額

が
１
２
０
万
円
以
下
（
世
帯
員
が
２
人
以

上
の
場
合
は
１
人
当
た
り
36
万
円
加
算
）
　

④
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い
。
　

⑤
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
。
　

⑥

資
産
等
を
活
用
し
て
も
、
な
お
生
活
が
困
窮

し
て
い
る
人
（
持
ち
家
の
人
や
、
一
定
の
預

貯
金
が
あ
る
人
は
除
く
）
　

⑦
介
護
保
険
料

の
未
納
が
な
い
　

▼
申
請
期
限
＝
９
月
18
日

（
火
）
　

▼
申
請
者
＝
本
人
又
は
家
族
。
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

介
護
保
険
課
保
険
料
係
　

内
線
２
１
７

　

毎
年
９
月
は
屋
外
広
告
物
美
化
強
調
月
間

で
す
。
屋
外
広
告
物
と
は
、
屋
外
で
常
時
ま

た
は
一
定
の
期
間
継
続
し
て
公
衆
に
表
示
さ

れ
る
広
告
物
（
は
り
紙
、
は
り
札
、
立
看
板
、

広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
の
壁
面
や
屋
上
広

告
な
ど
）
で
す
。
屋
外
広
告
物
は
茨
城
県
屋

外
広
告
条
例
に
よ
り
、
掲
出
に
は
市
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。【
ま
ち
の
違
反
広
告
物
除

却
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集

し
ま
す
】
　

現
在
、
市
で
は
違
反
広
告
物
追

放
推
進
団
体
の
認
定
を
受
け
、
講
習
を
受
講

し
た
20
の
団
体
が
、
簡
易
除
去
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
（
ス
ピ
カ
分
庁
舎
４
階
）

　

TEL
　
20
　

１
１
７
８

▼
日
時
＝
９
月
27
日
（
木
）、
28
日
（
金
）

※
26
日
（
水
）
は
通
常
休
館
日
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

あ
け
の
元
気
館
　

 

TEL
　
52
　

７
１
１
１

【
下
館
地
区
】

▼
日
時
＝
9
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

（
時
間
厳
守
）
　

▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体

育
館
研
修
室
　

▼
内
容
＝
10
・
11
月
分
の
日

程
調
整
な
ど
　

▼
持
参
品
＝
筆
記
具
・
代
表

者
印
・
登
録
申
請
書

【
関
城
地
区
】
▼
日
時
＝
９
月
６
日
（
木
）

午
後
７
時
〜
　

▼
会
場
＝
関
城
体
育
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
　

【
明
野
地
区
】
▼
日
時
＝
９
月
７
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
　

▼
会
場
＝
明
野
公
民
館
研
修

室

【
協
和
地
区
】
▼
日
時
＝
９
月
11
日
（
火
）

午
後
７
時
〜
　

▼
会
場
＝
協
和
多
目
的
研
修

セ
ン
タ
ー
研
修
室
　

●
対
象
＝
関
城
地
区
の
社
会
体
育
施
設
（
学

校
体
育
施
設
を
含
む
）、
明
野
お
よ
び
協
和
地

区
の
屋
内
体
育
施
設
（
学
校
体
育
施
設
を
含

む
）
を
定
期
的
に
利
用
、
ま
た
は
今
後
、
定

期
利
用
を
計
画
し
て
い
る
団
体
の
代
表
者
　

●
内
容
＝
①
体
育
施
設
の
利
用
に
あ
た
っ
て

の
注
意
事
項
　

②
定
期
利
用
の
調
整
（
10
月

〜
平
成
20
年
３
月
）
　

③
そ
の
他
　

※
注
意
＝

会
議
に
欠
席
し
た
場
合
は
、
定
期
利
用
の
意
志

が
な
い
も
の
と
み
な
し
ま
す
（
代
理
出
席
可
）

■
問
い
合
わ
せ
　

下
館
総
合
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　

 

TEL
　

28
　

５
０
４
０

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

屋
外
広
告
物
美
化
強
調
月
間

農業後継者縁組対策
　農業後継者の結婚につい
て、市が委嘱した農業後継
者縁組対策委員（２２人）
に気軽に相談してください。

地区名 氏　名 所属・住所 電話番号

下
　

館

藤田　恒雄 JA北つくば 25-6602
大林　浩 柴山 22-2005
杉山　玻琉子 下中山 24-9817
塚越　武男 森添島 22-2182
吉田　ぬい子 大谷 28-3805
中川　喜一郎 布川 28-4461
仁平　芳之 旭ヶ丘 24-8555
堀米　庫三 西榎生 22-7046

関
　

城

古谷　森一 犬塚 37-5495
坂入　武保 辻 37-3661
岩岡　靖夫 関館 37-3910
小林　昇 木戸 37-3901
栗島　菊雄 上野 37-6935

明
　

野

柴　　真 山王堂 52-2330
赤城　猛 赤浜 52-4198
尾見　又一 村田 52-1931
関本　孝一 宮後 52-1909

協
　

和

袖山　信勝 久地楽 57-6449
飯島　英 蓬田 57-3701
廣沢　榮 蓬田 57-3617
橋本　幸男 桑山 57-3204
塙　　民 桑山 57-3076

■問い合わせ　農政課　TEL 20- 1161

学
校
開
放
・
市
内
体
育
施
設

利
用
者
会
議

あ
け
の
元
気
館
・
臨
時
休
館

代表で橋本県知事から表彰状を受け取る関
城幼稚園の飯島花香ちゃんと母・正美さん
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▼
日
時
＝
９
月
17
日
（
月
・
敬
老
の
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
9
時
　

▼
対
象
＝
65
歳
以
上

の
人
　

▼
割
引
＝
高
齢
者
…
５
０
０
円→

２
５
０
円
　

会
員
高
齢
者
…
３
０
０
円→

１
５ 

０
円
　

※
注
意
＝
証
明
書
持
参
、
会
員

前
売
券
は
対
象
外
、
支
払
い
は
現
金
の
み
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

筑
西
遊
湯
館
　

 

TEL
　
33
　

５
１
５
１

▼
日
時
＝
９
月
19
日
（
水
）
午
前
9
時
〜
　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
前
ま
ち
か
ど
広
場
　

▼
品
名
＝
味
噌
、
ひ
し
お
、
花
、
手
作
り
小

物
、
不
要
品
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　
23
　

１
６
１
６

　

▼
対
象
＝
１
歳
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

【
会
場
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
９
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　

▼
内
容
＝
《
健
康
相
談
》
心
も
体

も
健
全
に
…
専
門
家
に
伺
い
ま
し
ょ
う
、
こ

ど
も
の
身
体
　

▼
募
集
人
数
＝
30
組
程
度
　

▼
申
込
期
限
＝
９
月
12
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
・
下
館
支
部

　

関
根
　

TEL
　

22
　

５
９
４
８

【
会
場
＝
あ
け
の
元
気
館
】
▼
日
時
＝
９
月

26
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　

▼
内

容
＝
《
親
子
リ
ズ
ム
体
操
》
親
子
で
健
康
な

体
づ
く
り
Ⅰ
　

▼
募
集
人
数
＝
20
組
　

▼
申

込
期
限
＝
９
月
19
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
・
明
野
支
部

　

広
瀬
　

TEL
　

52
　

３
８
０
２

　

明
野
公
民
館
　

TEL
　

52
　

５
３
３
３

【
会
場
＝
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
】
　
　

▼
日
時
＝
９
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　

▼
内
容
＝
こ
ど
も
と
一
緒
に
読
み

聞
か
せ
　

▼
募
集
人
数
＝
30
組
　

▼
申
込
期

限
＝
９
月
13
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　

市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
・
協
和
支
部

　

中
島
　

TEL
　

57
　

６
６
５
７

▼
日
時
＝
９
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
・
図
書
室
　

▼
対
象

者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護
者 

▼
内
容

＝
絵
本
『
ゴ
ム
あ
た
ま
ポ
ン
た
ろ
う
』『
く

ま
の
子
　

ウ
ー
フ
』、
紙
芝
居
『
け
ち
く
ら

べ
』、 

『
ニ
ャ
オ
は
ね
こ
の
こ
』

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　

夢
く
ら
ぶ
・
小
川
　

TEL
　

37
　

３
５
５
６

▼
日
時
＝
９
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室
　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者 

▼
内
容
＝
絵
本
朗
読
『
だ
れ
か
な
　

だ

れ
か
な
？
』『
は
い
は
い
　

の
ん
の
ん
　

ど
っ

ち
ゃ
ん
こ
』、
紙
芝
居
、
歌
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　

読
み
聞
か
せ
の
会
・
て
る
て
姫

　

飯
山
　

TEL
　

57
　

６
７
８
２

▼
日
時
＝
９
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
・
和

室
　

▼
対
象
者
＝
幼
児
・
児
童
お
よ
び
保
護

者
　

▼
内
容
＝
絵
本
『
う
ず
ら
ち
ゃ
ん
の
か

く
れ
ん
ぼ
』、
紙
芝
居
『
あ
ひ
る
さ
ん
と
に

わ
と
り
さ
ん
』、
お
り
が
み
、
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
　
　

協
和
お
は
な
し
会

　

岩
渕
　

TEL
　

57
　

４
４
９
８

▼
日
時
＝
９
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
　

▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園（
雨
天
時
は
、

い
ず
み
保
育
園
・
な
か
よ
し
る
ー
む
）
　

▼

対
象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
　

▼
内
容

＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、リ
ズ
ム
体
操
、ゲ
ー

ム
、
ほ
か
　

■
問
い
合
わ
せ
　
　

未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

　

栗
原
　

TEL 

24
　

８
０
７
０

▼
日
時
＝
９
月
15
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
み
ん
な
み
ん
な
み
ー
つ
け

た
』
紙
芝
居
『
か
ぐ
や
ひ
め
』、
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　

　

野
ば
ら
の
会
　

小
薬  

TEL
　

22
　

４
３
６
９

▼
日
時
＝
９
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11

時
半
　

▼
テ
ー
マ
＝
い
の
ち
を
大
切
に
す
る

子
に
育
て
る
に
は
　

▼
場
所
＝
市
立
中
央
図

書
館
・
和
室
　

▼
講
師
＝
（
社
）
ス
コ
ー
レ

家
庭
教
育
振
興
協
会
　

鈴
木
緑
　

▼
入
場
＝

無
料
、
託
児
所
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　

　

平
石
　

TEL 

24
　

７
７
９
７

▼
日
時
＝
９
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　

▼
会
場
＝
茨
城
県
立
友
部
高
等
学

校
　

０
０
０
円
（
資
料
代
）

あ
お
ぞ
ら
ほ
い
く

読
み
聞
か
せ
（
協
和
公
民
館
）

協
和
お
は
な
し
会（
協
和
公
民
館
）

働く未来を考える
　　　　　平成 19年 10 月 1日現在で
   就業構造基本調査を実施します

　全国から抽出された約45万世帯の15歳以上の方々を対象に、
ふだん何か収入になる仕事をしているかどうかや就業に関する
希望などについて調査します。

調査の対象となる世帯には、統計調査員が伺い調査票
の記入をお願いしますのでご協力ください。
■問い合わせ　総務省統計局・茨城県・筑西市
　　　　　　　TEL　24-2111　内線 494

 

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
ぶ
子
育

て
支
援
イ
ベ
ン
ト

読
み
聞
か
せ
（
関
本
公
民
館
）

ス
コ
ー
レ
母
親
講
座

読
み
が
た
り

筑
西
遊
湯
館
『
敬
老
の
日
』

特
別
割
引

日
用
品
即
売
会
・
筑
西
市
生
活
学
校

第
47
回
茨
城
県
母
親
大
会
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▼
記
念
講
演
＝
平
和
と
環
境
を
守
る
た
め
に

私
に
で
き
る
こ
と
〜
ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

〜
　

▼
講
師
＝
き
く
ち
ゆ
み
（
平
和
省
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ピ
ー
ス
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
発
起
人
）

■
問
い
合
わ
せ
　

県
母
親
大
会
実
行
委
員
会

　

TEL
　 ０
２
９
　

８
２
４
　

８
９
４
９

▼
内
容
＝
三
世
代
交
流
と
健
康
づ
く
り
　

▼

日
時
＝
９
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
下
館
総
合
体
育
館
　

　

▼
参
加
要
件

＝
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
当
日
受
付
　

　

▼
賞

品
＝
個
人
戦
、
成
績
に
よ
り
全
員
賞
品
　

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　

　

下
館
輪
投
げ
の
会
（
五
所
公
民
館
）

　

大
和
田  

TEL
　

22
　

６
１
３
０

　

薬
の
服
用
、
保
管
、
そ
の
他
の
正
し
い
知

識
を
学
び
ま
す
。（
な
ん
で
も
質
問
受
付
可
）

▼
日
時
＝
９
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）
２
階
会
議
室

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
　

▼
募
集

定
員
＝
30
人
　

▼
費
用
＝
無
料
　

▼
講
師
＝

薬
剤
師
　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
22
日
（
水
）

午
前
9
時
か
ら
電
話
受
付
。
　

※
土
・
日
・

祝
日
受
付
可
（
月
曜
休
館
）
　

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

男
女
共
同
参
画
課
　

TEL
　

23
　

１
６
０
０

▼
日
時
・
テ
ー
マ
＝
10
月
３
日
（
水
）
…
６

メ
モ
リ
ア
ルD

ays

／
10
月
10
日
（
水
）
…

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
バ
ン
ド
だ
♪
／
10
月
17
日

（
水
）
…
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
　

▼

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

▼
募

集
人
数
＝
先
着
各
30
組
▼
費
用
＝
無
料
　

▼

申
し
込
み
＝
９
月
14
日
（
金
）
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
、
左
記
ま
で
。
＊
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の
は
、
市

内
在
住
の
０
歳
〜
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
子

ど
も
と
保
護
者
。
※
初
め
て
の
人
は
、
利
用

の
登
録
が
必
要
（
印
鑑
持
参
）。

■
問
い
合
わ
せ 
・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
日
時
＝
10
月
11
日
〜
平
成
20
年
２
月
28
日

ま
で
の
木
曜
日
全
10
回
　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午
　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
　

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
　

▼
内
容
＝
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ほ
か
　

▼
参
加
費
＝
材
料
費
１
回
５
０
０
円
程
度
　

▼
募
集
人
員
＝
24
人
　

▼
申
し
込
み
＝
９
月

６
日
（
木
）
〜
９
日
（
日
）
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
左
記
ま
で
（
電
話
可
）
　

▼
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
、
初
参
加
者
優
先

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

23
　

１
６
１
６

▼
日
時
＝
10
月
24
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午

前
11
時
30
分
　

▼
受
付
＝
午
前
9
時
30
分
〜

45
分
　

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
０
〜
６
歳

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
　

▼
講
師
＝
藤
田

佳
子
先
生
　

▼
テ
ー
マ
＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

鑑
賞
　

▼
参
加
費
＝
無
料
　

▼
定
員
＝
先
着

30
組
　

▼
申
込
開
始
＝
９
月
14
日
（
金
）
〜

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
　

25
　

３
１
４
１

▼
日
時
＝
９
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

〜
　

▼
場
所
＝
桜
川
市
大
和
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
シ
ト
ラ
ス
）
　

▼
講
演
＝
『
弁
護

士
生
活
笑
百
科
〜
笑
顔
で
語
る
人
権
〜
』
　

▼
講
師
＝
三
瀬
顕
弁
護
士
　

▼
参
加
申
込
＝

〒
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数

を
明
記
し
、
官
製
は
が
き
、  

、
メ
ー
ル
で

左
記
ま
で
　

（
※
大
和
会
場
と
明
記
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８

－

６
　

TEL
　 
０
２
９
　

３
０
１
　

３
１
３
６

　

  

　 

０
２
９
　

３
０
１
　

３
１
３
８

　

e-m
ail koso5@

pref.ibaraki.lg.jp

▼
作
品
＝
絵
画
／
書
道
・
写
真
／
陶
芸
・
木

工
／
手
芸
・
編
物
　

▼
障
害
者
が
自
主
作
成

し
た
も
の
で
『
茨
城
県
障
害
者
美
術
展
』に

出
品
予
定
ま
た
は
過
去
に
展
覧
会
に
出
品
し

た
作
品
は
不
可
　

▼
出
品
＝
１
人
ま
た
は
１

グ
ル
ー
プ
に
つ
き
１
点
　

▼
規
格
＝
①
平
面

作
品
／
縦
×
横
各
々
１
辺
が
１
０
０
㎝
以
内

（
額
を
含
む
）、絵
画
…
50
号
以
内
、書
道
…
条

幅
縦
１
８
０
㎝
×
横
50
㎝
以
内
　

②
立
体
作

品
／
幅
×
奥
行
各
々
１
辺
が
１
０
０
㎝
以

内
、高
さ
１
０
０
㎝
以
内

■
申
し
込
み
　

10
月
17
日
（
水
）
ま
で
に
市

障
害
福
祉
課
（
内
線
２
２
５
）、
特
殊
教
育

諸
学
校
長
ま
た
は
利
用
し
て
い
る
障
害
福
祉

施
設
長
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
】
▼
定
員
＝
20
人

▼
実
施
日
＝
10
月
5
日
（
金
）
〜
7
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
５
時
　

▼
受
付
＝
9
月
3

日
（
月
）
〜
9
月
26
日
（
水
）
　

【
デ
ジ
タ

ル
写
真
の
編
集
Ⅱ
】
▼
定
員
＝
10
人
　

▼

実
施
日
＝
10
月
9
日
（
火
）
〜
12
日
（
金
）

午
後
６
時
〜
９
時
　

▼
受
付
＝
9
月
10
日

（
月
）
〜
9
月
28
日
（
金
）
　

都 市 計 画 税（ 3期）

納期限：10月1日（月）

今月の納税

国民健康保険税（ 4期）

納税に便利な口座振替をご利用くだ
さい。手続きは、金融機関の届出印
を持参のうえ市収税課または市内の
金融機関・郵便局へ
■問い合わせ
　　市収税課管理係　内線 444

固 定 資 産 税（ 3期）
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

受
講
生
募
集

秋
の
市
民
交
流
輪
投
げ
大
会

ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
７
作
品
展

＝
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

10
月
企
画
あ
そ
び

人
権
啓
発
講
演
会
参
加
者
募
集

筑
西
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

（
薬
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
）
受
講
生
募
集

料
理
教
室
受
講
生
募
集

『
子
育
て
講
演
会
』
参
加
者
募
集

FAX

FAX

買
い
物
か
ら
始
ま
る  

ご
み
減
ら
し
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Information
９
０
０
円
（
教
材
費
含
む
）
▼
申
し
込
み
＝

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
５

時
に
電
話
で

■
問
い
合
わ
せ 

・
申
し
込
み

　

県
立
筑
西
産
業
技
術
専
門
学
院

　

TEL
　

24
　

１
７
１
４

【
俳
句
大
会
】
　

▼
期
日
＝
９
月
９
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
　

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
１
階
集
会
室
　

▼
会
費
＝

０
０
０
円
（
弁
当
代
含
む
）
　

※
当
日
受
付

■
問
い
合
わ
せ 

　

俳
句
大
会
事
務
局
　

TEL
　

22
　

３
２
１
７

【
短
歌
大
会
】
▼
期
日
＝
９
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
、
受
付
9
時
30
分
　

▼
場
所
＝

し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

０
０
０
円
（
弁
当
代
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ 

　

短
歌
大
会
事
務
局
　

TEL
　

52
　

１
６
１
３

▼
日
時
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
　

全
20
回
　

▼
開
講
日
＝
10
月
４

日（
木
）
　

▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
社
会
福
祉
協
議
会
本
所
）
▼
定
員
＝
20
人

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
　
22
　

５
１
９
１

▼
受
付
期
間
＝
10
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

▼
対
象
職
種
＝
建
築
大
工
、
配
管
、
機
械
保

全
、
機
械
製
図C

A
D

、
ほ
か
　

▼
受
験
手

数
料
＝
実
技
…
１
５

０
０
円
　

学
科
…

１
０
０
円
　

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

TEL
　 

０
２
９
　

２
２
１
　

８
６
４
７

▼
受
講
期
間
＝
９
月
〜
平
成
20
年
２
月
の
土

曜
日
の
午
前
・
隔
週
全
15
回
　

▼
対
象
者
＝

小
学
１
〜
３
年
生
（
未
経
験
者
大
歓
迎
）
　

▼
募
集
人
員
＝
先
着
10
人
・
以
後
10
人
は
抽

選
　

▼
場
所
＝
伊
讃
公
民
館
　

▼
費
用
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　

　

筑
西
子
ど
も
教
室

　

深
見
　

TEL
　 

０
９
０
　

７
２
７
５
　

２
８
４
６

　　

Ｄ
Ｖ
、
夫
婦
関
係
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、
女

性
が
抱
え
る
問
題
を
一
緒
に
考
え
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
９
月
４
日
（
火
）、
19
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
　

９
月
11
日（
火
）、

26
日
（
水
） 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　

▼
場

所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
相

談
室
　

▼
相
談
員
＝
女
性
の
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。
▼
申
し
込
み
＝
随
時
受
付
、
電
話
で

左
記
ま
で
。
　

▼
秘
密
厳
守
《
費
用
無
料
》

▼
土
・
日
・
祝
日
受
付
可
（
月
曜
休
館
）

■
問
い
合
わ
せ

　

男
女
共
同
参
画
課
TEL
　
23
　

１
６
０
０

▼
日
時
＝
9
月
14
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　

▼
場
所
＝
筑
西
保
健
所
　

▼

内
容
＝
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
時
は

■
問
い
合
わ
せ
　

　

筑
西
保
健
所
保
健
指
導
課

　

TEL
　

24
　

３
９
１
１

女
性
問
題
相
談

薬
物
依
存
症
『
家
族
教
室
』

区分 相談員 相談日時 相談場所 問い合わ・予約先

法律相談 弁護士

  　9月 28日（金）       午前 10時～正午
 ■予約＝ 9月 18日（火）
　午前９時から電話にて受付
 （市内在住の人・５人で締め切ります。
  順番は当日９時から受付順となります。）

協和
総合センター

市社会福祉協議会
TEL22ー5191

＊財産問題、離婚問題など　＊秘密厳守・無料　
＊相談は来訪順心配ごと相談窓口 社協

問い合わせ

関城支所総務課
℡   37-6111 内線 371

市広報広聴課
℡   24-2111 内線 314

協和支所総務課
℡   57-2511 内線 203

関城支所総務課
℡   37-6111 内線 371

市広報広聴課
℡   24-2111 内線 314

協和支所総務課
℡   57-2511 内線 203

市広報広聴課
℡   24-2111 内線 314

協和支所総務課
℡   57-2511 内線 203

申し込み

事前申込不要

（当日来訪順に受付）

９月 18日（火）
午前 9時～電話予約
（先着８人まで）
９月 25日（火）
午前 9時～電話予約
（先着８人まで）

相談員

津 田 幸 夫
中 島 文 夫

田 崎 善 彦
横 川 日 成

中 島 文 夫
加 藤 清 位

行政相談委員

（総務大臣委嘱）

弁護士

人
権
擁
護
委
員

相談会場

関 城 支 所
３階委員会室

市 民 会 館
１階会議室

協和公民館
総合ホール

関 城 支 所
３階委員会室

市 民 会 館
１階会議室

協和公民館
総合ホール

市 民 会 館
１階会議室

協和公民館
総合ホール

相談日時

9月12日（水）
午前 10時～正午

9月27日（木）
午後１時～３時

10月3日（水）
午後１時～３時

9月12日（水）
午前 10時～正午

9月27日（木）
午後１時～３時

10月3日（水）
午後１時～３時

9月27日（木）
午後１時～ 4時

10月3日（水）
午後１時～ 4時

区分

人権相談

行政相談

法律相談

＊人権・行政・法律相談　＊費用＝無料　＊秘密厳守　
＊対象＝市内在住の人生活の困りごと相談 市

手
話
講
座
初
級
（
夜
の
部
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
生
募
集

　　過去の地震で比較的古い木造住宅が数多く倒壊
し、多数の人が犠牲となりました。いつ起こるか
わからない地震に備えて建物が安全かどうか、専
門家（相談員）が会場で相談に応じます。一緒に
確認してみましょう。

▼受付＝随時募集　 ▼日時＝申込受付け後、開催
日などを後日連絡します。 ▼場所＝本庁舎エント
ランスホール　 ▼相談員＝（社）茨城県建築士会
筑西支部 ▼相談内容＝わが家の耐震診断（問診表）
による相談　※申込受付後、事前に現地で簡易的
な予備調査を行います。 ▼費用＝無料
■問い合わせ・申し込み 
　　建築課建築係　℡   20-1177

木造住宅簡易耐震診断相談

筑
西
書
道
子
ど
も
教
室

受
講
生
募
集

技
能
検
定
（
後
期
）
受
験
募
集

第
２
回
筑
西
市
芸
術
祭
開
催
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発
行
／
筑
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL 0296 -24 -2111

広
報
筑
西
 ピ
ー
プ
ル

N
o.59
平
成
19
年
９
月
1
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

筑西市環境美化筑西市環境美化
リサイクル推進作品コンクールリサイクル推進作品コンクール
ごみの減量化に取り組んでいる筑西市では、
次世代を担う子どもたちに、ものの大切さや
資源の有効利用について考えてもらおうと、
『環境美化リサイクル作品コンクール』を開催
しました。今年はポスター部門に小学生 371
点、中学生 68点、標語部門には小学生 435点、
中学生 144 点の応募がありました。最優秀賞
に選ばれた作品を紹介します。（敬称略）

編
集
後
記

芙　蓉（アオイ科の落葉低木）暖地に自
生し夏から秋、淡紅色または白色の五弁
花を咲かせ、観賞用にも栽培されてます。

人口＝男 54,948 人　女 56,093 人　計 111,041 人　世帯数＝ 34,973 世帯（平成 19年 8月１日現在・常住人口）

　

リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
の
発
生

抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
ご
み
の
再
生
利

用
）
を
３
Ｒ
と
呼
び
、
循
環
型

社
会
形
成
の
基
本
。
上
記
の
ポ

ス
タ
ー
や
標
語
の
呼
び
か
け
を

み
ん
な
で
実
行
し
よ
う
。（
も
）

　

ポスター部門

最優秀賞　津久井　悠（関城中３年）

中学生

小学生
低学年

最優秀賞　小倉　彩夏（養蚕小３年）

標語部門

この缶も そのビンも めぐる命の 環の一部
最優秀賞　中丸洋沙愛（下館中３年）

まだいける　すてるその手に　資源あり

最優秀賞　早瀬  宇宙（川島小６年）

リサイクル   すれば   ゴミへる   えがおクル

最優秀賞　岡本　真生（大田小３年）

小学生
低学年

小学生
高学年

中学生

最優秀賞   齋藤　優輔（伊讃小６年）

小学生
高学年

ま
も
な
く
明
野
ひ
ま
わ
り
の

里
で
は
１
２
０
万
本
の
八
重
ひ

ま
わ
り
が
見
頃
を
迎
え
る
。
そ

の
裏
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の

除
草
作
業
な
ど
多
く
の
人
が
支

え
て
い
る
。
黄
色
に
染
ま
る
筑

西
の
夏
は
こ
れ
か
ら
だ
。 

（
ま
）

「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」
を
鑑
賞
。

被
爆
し
た
母
子
の
切
な
い
叫
び

に
、
い
つ
の
ま
に
か
涙
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
広
島
・
長
崎
の

記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
悲
し
い
出
来
事
を
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
。（
＠
）


